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平成30年 11月 5日 (月 )

第 1郡

第 2評

第 3評

NITEC埼玉産学交流会

川口信用金庫 宮代町 杉戸町

日本工業大学 学友会館ホール

ビジネスプラン発表会 (1230～ 14:30)
・360作の応募から選ばれた8組の学生による、 ビジネスプランプレゼンテーシ∋ン

特別講演 (15:00～ 1&30)

演題 :『 自動車 の自動運転 に関す る現状 と将来展望』
講師:独立行政法人自動車技術総合機構交通安全環境研究所 '可合英直様

受賞式 (16:30～ 17:30)

。日本工業大学学長賞 ・NITEC賞  ・サ||□信用金庫賞 ・宮代町長賞 ・杉戸倒丁長賞
・産学連携起業教育センター長賞 ・審査員特別賞 。優秀賞

・奨励賞 ・努力賞 ・オーディエンス賞

柱 lli
埼玉県 (公財)埼玉県産業振興公社 (創業・ベンチャー支援センター埼玉)

埼玉県中小企業団体中央会 (株 )8刊工業新聞社 埼玉産業人クラブ

埼玉 ,そ な銀行 武蔵野銀行 埼玉縣信用金庫 西武信用金庫

古河地区工業連絡会 (―社)さ いしんコラボ産学官

団風蕊 著縮

itti



【第1部 :12:30～ 14:30】 ビジネスプランコンテスト最終審査
今年で13回 目を数える日本工業大学ビジネスプランコンテス トには、学内から360件 の応募がありま

した。一次審査を通過 した19件のビジネスプランから、さらなるブラッシュアップを経て最終審査に選

ばれた、8件の熱意あラS、れる学生プレゼンテーションをご覧いただきます。

グランプリとなる「学長賞」等の特別賞の他に、ご覧いただいた皆様から一票を投 じていただき、

最も観客の支持を得たプレゼンテーションを表彰する、「オーディエンス賞」を決定 します。プレゼン

テーションを行った学生と観覧者 (企業)がジョイン トし、実際のビジネスに発展 した事例もあります。

あなたからの評価 と応援が、学生の未来を変えるかもしれません。

(提案者名) 第一次審査を通過 した19件のビジネスプラン この中から8件の最終プレゼンテーションを行います (共 同提案者名)

荒井 敏史 後継者探 し代行サービス

小嶋 涼 アマチュアの漫画家と声優の活動場となるプラツトフォーム提供

加藤 諒介 箱庭療法を活用 したアクアリウム製作教室と用品メーカー

柴山亘 工具据え置きの屋内型の月極駐車場

成塚 勇貴 群馬県で見て、触れて、食べて楽 しむアグリツーリズムBBQツ アー

別井 祐介 携帯のVRア プリによる駅の案内

櫻井 熔都 音質変換 (イ コライザ)可能イヤーモニター

土屋 敦志 アバターアプリによる健康食品販売

浜飯 拓海 関東圏に青森 (下北半島)を メインにした郷土料理の展開

原田 昌樹 投 げ銭系SNS

麻木 奨 イベン ト連動型キャンプ道具の貸 し出し及びイベン ト開催の提案

亀井 くるみ 親子で通うイラス ト教室

奈良 勇輝 完全オーダーメイ ドキャラ弁用器具の製造販売 及び 海苔のカットサービス

濱田 莉久 身体障害のための医療器具 (リ ハビリ玩具・器具・義手義足など)

石川 光祐 学校施設を有効活用 したホンモロコの養殖 葉 翰原

後上 文達 産学連携の為の企業・研究者マッチングサービス 太幡 充晶

児玉 渉平 有限要素解析ソフ トの取 り扱いと計算内容 (原理)の解説塾 小西 啓史

松本 啓佑 水泳時の活軍力量が分かる !ス マー トゴーグル 丸山 恵佑  日野 燦―

三橋 輝浩 自宅介護でも気軽に使用できる排便検知オムツ 坂巻 航   魯 シン

【第2部 :15:00～ 16:30】 特別講演 :自動車の自動運転に関する現状と将来展望
独立行政法人 自動車技術総合機構 交通安全環境研究所 自動車安全研究部長 自動運転基準化研究所 所長

  ,可 合
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盲L様国土交通省 交通政策審議会臨時委員 車両安全対策検討会委員 第6期ASV推進検討会委員

経済産業省 総合資源エネルギー調査会臨時委員

内閣府 SIP「 自動走行システムJ推進委員会構成員 自動走行ビジネス検討会委員 他

今後5ケ年 にわたる、交通安全 に関する国の大綱をまとめた「第 10次交通安全基本計画案」 において、車両の自動  ♂

走行技術の開発・促進が重要項目の1つ として挙げられています。

今回の特別講演では、自動車技術総合機構 交通安全環境研究所の河合 英直様をお招きし、自動運転技術の現状と

課題について説明していただくと共に、先日、国交省より公表された「自動運転車の安全技術ガイ ドライン (案)」

の狙いや国内外の自動車技術基準の動向などを交えながら、自動走行及びその周辺技術と安全の関わ りについて解説、

自動運転技術の普及に向けた課題と将来展望についてお話 しいただきます。

【第3部 :16:30～ 17:30】 ビジネスプランコンテスト受賞式
'日 本工業大学学長賞 。NITEC賞  。サ|1国 信用金庫賞 ・宮代町長賞 ・杉戸町長賞

・産学連携起業教育センター長賞  ・審査員特別賞  ・優秀賞  ・奨励賞  ・努力賞  。オーデイエンス賞

【日時・場所】 平成30年 11月 5日 (月 )

日本工業大学学友会館ホール

【お申し込み (参加費無料)】
当日、直接お越 しいただいてもご観覧いただけますが、

あらかじめ下記の内容について、電子メール

sangaku@nit ac jp もしくはFAX(0480-33-7523)
を頂けますと、後日、詳しいご案内をメールいたします。

スクール′tス発着所

罐

劇

【詳しいご案内・お問い合わせ】
日本工業大学産学連携起業教育センター
TEL.0480‐ 33-7522(盲L通)(火・木・金:10100～ η7:00)

FAX.0480-33‐ 7523

日本工業大学ビジネスプランコンテストについての詳しい情報は

https://wwwinit‐ bc.com/bpc201 8/を ご覧ください。

右のQRコードからもア

`フ

セス可能です
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東武動物公園駅下車

徒歩14分

スクールバス5分

お名前

会社名

電子メール @

携帯電話番号
(任意)

回




